



































































































































































































































































































































































































世帯数 割合（％） 世帯数 割合（％） 世帯数 割合（％）
不明 24 5．5 4 4．9 28 5．4
畠　　一　　冒　　一　　■　　r　　一　　－　　一　　一　　層 曹　　一　　一　　層　　冒　　曹　　藺　　飼 一　　■　　r　　層　　一　　曹　　一　　“ 一　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　一 一　　噌　　一　　■　　一　　r　　曹　　一
0 17 3．9 5 6．2 22 4．2
一　　ρ　　一　　r　　一　　一　　一　　　　　r　　胃　　ρ 一　　r　　ロ　　一　　一　　一　　曽　　ρ 圏　　一　　¶　　曹　　一　　一　　冒　　ρ 一　　胃　　一　　一　　一　　曽　　一　　， 一　　一　　胃　　曹　　一　　一　　層　　冒 一　　縛　　冒　　曹　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　吻　　ロ　　一　　一　　r
1 139 31．8 43 53．1 182 35．1
胃　　ρ　　曹　　一　　噂　　圃　　一　　一　　一　　一　　“ 一　　一　　胃　　曹　　一　　一　　一　　“ 一　　曹　　卿　　｝　　ロ　　一　　■　　r 一　　一　　一　　一　　胃　　一　　一　　r 一　　一　　一　　一　　厘　　曹　　一　　一
2 115 26．3 14 17．3 129 24．9
一　　一　　9　　r　　一　　■　　　　　一　　一　　一　　り 冒　　一　　一　　幽　　一　　一　　一　　ρ 冒　　一　　一　　曽　　卿　　一　　曹　　「 r　　冒　　一　　■　　一　　一　　層　　響 一　　一　　F　　帽　　一　　一　　r　　一 ■　　一　　¶　　一　　一　　■　　［　　冒 一　　「　　冒　　冒　　ρ　　一　　r　　一
3 131 30．0 13 16．0 144 27．8
一　　一　　一　　鴫　　一　　一　　一　　一　　一　　唱　　， 一　　豊　　一　　噂　　－　　一　　■　　酔 一　　曹　　一　　■　　ロ　　一　　曹　　ρ 冒　　一　　一　　■　　一　　噂　　ロ　　響 一　　噂　　，　　一　　一　　一　　r　　一 ■　　騨　　一　　一　　一　　一　　”　　冒 一　　一　　層　　冒　　ρ　　一　　層　　一
4 11 2．5 2 2．5 13 2．2
家屋世帯
剥㈹v
437 81 518
家屋平均
孖Q規模
1．95 1．53 1．88
＊被害度 0：被害なし　　　　　　3：〃16㎡以上
11被害面積4㎡未満　　4二全壊および半壊
2：〃　4㎡以上16㎡未満
　表一1は，台風被害調査資料6）に基づいている．
　被害規模ランクは，被害のなかった家屋を0，屋根瓦
被害面積4㎡未満を1，4㎡以上16㎡未満を2，16㎡
以上を3，長崎市調査要領に基づく基準で判断された
全壊，半壊家屋を4とした．家屋平均被害規模は，（各
被害規模ランク）×（反応家屋世帯数）の和を屋根二
種類別被災家屋世帯総数で除したものだが，瓦：2．04，
コロニアル11．64という結果を得た．屋根瓦の種類で
かなりの被害規模の違いがあり，各ランクに反応する
世帯数の分布状況から，より詳細な分級によって，そ
の差は大きくなる．これは，その形状，重量，大きさ
や，施工方法の違いによるものだと考えられるが，そ
の具体的な検討が減災策につながるものと考えられる．
（2）家屋被害と周辺微地形との相関性
　図一10に対象地域の被害規模ランク別反応家屋を示
■被害規模ランク：4
團　　〃　・3
　　　　　　　　・2園
　　　　　　　　：1
回　　　　　、o
区］被害規模ランク不明
　　　　　　　　　　　　翻
図一10対象地域の被害規模ランク別反応家屋
す．被害度4，3，2，1，0の家屋を図のように分
類した．図中盤で示した被害規模ランク不明家屋は，
非瓦屋根形式家屋，または被害規模が確定できなかっ
た家屋である．
　被害規模ランクが3以上の家屋に注目して，実線で
囲んでみると，その偏在性が確認できる．これらの各
局所の地形には共通するいくつかの特徴を挙げること
ができる．
①道路の交差している場所を含む．
②空き地がある．
③図一8では確認できないが地形図と照合すると団
　地内でも比較的傾斜が大きい場所である．
　その他にも家屋の高さの相違や顕在化しない地形的
な要因の存在も考えられることから，さらに検討を進
め，定量的に家屋被害規模と周辺微地形の相関性を把
握したいと考えている．
8．あとがき
　現在，地域住民へのインタビューによって台風の慢
性的被災家屋，航空写真によって対象家屋の詳細な周
台風9119号による家屋被害のアンケート調査と風向，地形との相関に関する一考察 99
辺微地形を調査中である．
　今後，対象被災家屋の周辺微地形と被害規模，家屋
形式，台風進路や経時的な風向，風速，それぞれの相
関を耐風工学的観点から定量的に考察することを目的
として今回得られた結果にさらに検討を加えたい．
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